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塩川　哲郎　
世界的な大不況の中、地球環境問題も深刻になる一方です。

すべてがつながっていています。私たちは、生き方の大転換期にいるようです。
環境のこと、生き方を見直してみませんか。
１．深刻な環境問題

すべての環境問題（地球温暖化･森林破壊･海洋汚染・廃棄物問題･生物種の絶滅･オゾン層破壊など）は、最終的に私たちの水・食・健康･生活に影響します。

（１）地球温暖化

国連ＩＰＣＣは「二酸化炭素増加のため地球の平均気温は２１００年には、最大で約６．４度上昇、この影響で海面は約５９センチ上昇、４０カ国以上の国土の大半が水没すると発表｡
日本では、平均気温の２倍、北極、南極では平均気温の５～１０倍の温度上昇が予測されている。　　

・またＩＰＣＣは、２００１年２月に ２０２５年の温暖化による影響予測を発表、
「２０２５年には西南極の氷床の崩壊により５メートル前後の海面上昇など急激かつ大規模な影響で５０億人分の水不足の恐れがある」と言及している。

現在発表されている海面上昇予測は、５９センチ。これには南極とグリーンランドの氷床（世界の氷の９５％以上）の異変は考慮されていない。
・農業生産にも大打撃が予測され、２０２０年には世界の主要穀物の栽培適地が、半減化する可能性が高いと発表。（農水省）・低地の水没、異常気象による農業被害、世界的な食糧危機へ・・・
２１世紀最初の新聞のトップニュース『政府が食糧危機マニュアル作成』
　　　国内の異常気象による不作や主要生産国・輸出国の不作、地域紛争による貿易の混乱を想定し
て、 輸入が途絶えた場合は、花・野菜などの栽培農地をイモ類に転換、最悪時には、ゴルフ場も
農地として活用すると発表。　　　
・マラリア、デング熱などの感染病、熱射病の増加
（２）海洋汚染

　　魚介類の汚染　　ごみ処理場･農薬･化学肥料･ダイオキシン・合成洗剤などを含む生活排水、すべて最終的に海に流れ着きます。日本近海の汚染は深刻です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※食の自給率　　　フードマイレージ　（食料輸入量×輸入距離）
　　 　　食糧自給率２８％　世界１の穀物輸入国　　　食料自給率４０％
世界の穀物生産量は年間２０億トン。１人あたりに換算すると、およそ３００ｋｇ。ある試算
では人１人が生きていくのに必要な穀物は１８０ｋｇと考えると、世界には十分な量の食料
があることになります。しかし今、世界で飢餓人口９億人超。穀物を家畜の餌として消費。日本が輸入する穀物の量は約２７００万トン。内６０％は家畜の飼料となっている。
（３）廃棄物問題　　３R　→　４Rへ　

Ｒｅｆｕｓｅ（リフューズ）　　やめる・断る・使わない

Ｒｅｄｕｃｅ（リデュース）　減らす

Ｒｅｕｓｅ(リユース)　　　　再利用・リターナブル容器

Ｒｅｃｙｃｌｅ（リサイクル）　再資源化・リサイクル
　　　　　ゴミになる物（使い捨て商品、むだなモノ、過剰包装）を買わない・使わない。　不自然→自然
２．環境問題改善へのポイント
（１）共存共栄から共尊共生へ　

地球上には、判っているだけで１４４万種類の生き物がいます。

そのうち３５万種が植物、１０９万種が動物です。私たち「人」は、その中の１種です。

地球上のすべての生き物がムダなく、ゆずり合って生きています。
植物は土から栄養をもらって花や実を付け、昆虫や草食動物の栄養になります。
草も虫もみんな大切な役割やはたらきがあります。土の養分をつくるのに必要な草が育ち、やがて枯れて、土となります。昆虫は受粉を手伝い、幼虫も成虫もそのフンがまた土になります。草食動物は植物や草が増えすぎないように食べて、そのフンがまた土を豊かにします。そのフンに混じる植物の種で緑を増やしています。
肉食動物は草食動物が増えすぎないように抑制する役割を担っています。
草食動物の内臓を食べて栄養のバランスを取りますが、簡単に獲物にありつけないのです。

そしてすべての動植物は死んで、微生物に分解され、土にもどっていきます。

森は、動物たちを生かすだけでなく、土をつくります。木の根をいっぱいのばし、土が流れ出さないようにしています。森のたくさんの植物が、雲をつくり、雨を降らせます。

森の土にしみこんできれいになった水が、やがて集まり、川になります。

川は、森の養分を運びながら、生き物たちの飲み水となり、やがて海へ流れつきます。

そして、貝や海草の栄養になり、魚や海の生き物たちへとつながっていきます。

すべてが、ひとつ。お互い生かし、生かされ、支え合って、つながっています。

私たち人間は、自分たちのためだけに不要な植物に除草剤を撒き、大切な働きの虫にも殺虫剤をまきます。その結果、土や水を汚染し、化学肥料を使います。生活排水（家から捨てられる水）で川や海を汚しています。ゴミも川や海、空気、土を汚しています・・・。そして電気や車などで、地球温暖化・・・。

私たちが日常求めているものは、「お金、出世、学歴、家、車、宝石、バッグ、洋服など」と

「健康、安心、自由、平和、信頼、愛情、生き甲斐、一家団らんなど」　があります。

前者は形あるモノ、比べられるモノ・・・・後者は形のないモノ、比べる必要のないモノ。

前者の満足は一時的なものです。お金は値打ちが下がり、豪邸も高級車も古くなります。

出世も学歴も家も車も比較によって「幸せのようなもの」を得られます。自分が優位であれ

ば「幸せのようなもの」を感じ。相手が優位であれば、「不幸のようなもの」に変わってしまいます。比較競争は勝者と敗者を生み、勝者の「幸せのようなもの」は、常に敗者の「不幸のようなもの」によって得られるのです。いわばプラスマイナスゼロです。決して本当の満足は得られません。その不満と不安が更に競争を煽るのです。

「本当の喜び・幸せ」は、比較ではなくそれ自体で得られるもので、それが存在する限り変わりません。人助け、ボランティア、信頼、愛情、安心、一家だんらん、世界平和などのように自分だけでなく相手も周りもみんなが幸せであるものです。私たちは「幸せのようなもの」を求めているのではなく「真の喜び・幸福」を求めているはずです。　本当はどうしたら良いのでしょう。

（２）人は何のために生きているのか？
人は何のために生きているのでしょう？　人はこの世に心・精神を磨く為に生まれてくるそうです。
心を磨くとは、人間性向上です。　人間性向上とは人間関係力を向上させることです。　

ここでいう人間関係は４つあります。まず私の中の良心的な私（大我）と我がままで感情的・自己中心てきな私（小我）との関係。次に夫婦、親子、職場を中心とした私と周りの人との関係。

お金や道具等との人と物との関係。そして人と大自然との関係の４つです。
一家団らん、争わず、ゆずりあい、みんな仲良しが心磨きのテーマであり、環境問題改善のKeｙです。

（３）自分にとって本当の幸せとは何か・・・。
人は皆つながりを求めています。どのようにして人とつながろうとするかが問題なのです。
家族や恋人など周囲の人を喜ばせたいのに、喜びでつながりたいのに、その場の感情や衝動に動かされて、自分が望む現実とは逆の現実をつくり出してしまいます。

喜び、愛で人とつながりあうためには、自他共に尊重しあうことが大切です。まずは自分を尊重し、好きになり、愛すること。自分を愛する事とは、自分の感じていることを尊重し、大切にする事。そして自分以外の人も自分と同じように尊重する事、幸せにつながること。相手の幸せに貢献したいと思うことです。

多くの人が、自分の感情を抑制して成長し、自分の感情に鈍感になっているようです。
いつも感情を抑制していると、感情のセンサーが鈍ってきて、自分の内面を感じられなくなります。
その結果、喜びや充実感や安らぎにも鈍感になり、本当の幸せを見失うことになります。
本来、感情に良いも悪いもない、悲しみや不安をマイナスで、悪い感情だと思うから抑圧してしまう。

自分の感情をそのまま味わうこと。自分の感情に気づき、感じれば解放されるのです。

ただし、二次的な感情に浸ってはいけません。
二次的な感情とは、本当の感情を隠してしまう攻撃的な感情のことです。
代表的なものが怒り、恨み、憎しみ、ねたみ等です。人間の本質は愛です。

攻撃的な感情は、すべて本来の感情ではありません。必ず、その奥に本来の感情があります。さびしさ、不安などの恐れが隠れているのです。怒りや攻撃的な感情が湧いてきたら、それが恐れからきていることを思い出して「自分は今、本当は何を恐れているのだろう？」と探り、感じることができると恐れを消すことができます。

人間の行動の動機は、突き詰めていくと愛か恐れの二つしかないのです。このことを知ると自分の行動の背後にあるものを理解できるようになります。人から認められたいという思いも恐れからきているのです。それは、人から見限られることや相手にされなくなることへの恐れです。
人は恐れによって行動するとき、本当の幸せから遠ざかっていきます。本当の幸せは、愛に生きるときもたらされます。愛に生きるとき、幸せに人とつながれるのです。幸せは求めるものではなく、今ここに見出すものです。
恐れに支配されないためには、自分の中の恐れを認める事からです。
ムカッとしてり、カチンときたら、「自分がないがしろにされているのではないか・・・」という恐れが、怒りに変わっているのです。心に恐れ、闇が出てきたら灯りをつける、心の灯りとは、自尊心のことです。
自分のことを価値ある奇跡の生かされている存在として自身で認め、尊重し、信頼する心。自尊心を自分で満たせない者は、その不足分を他人から認められることで補おうとする。それが、認められなくなることへの恐れに繋がります。その結果、本当の幸せを犠牲にして生きるはめになります。
ある者はお金を得るために、ある者は人から認められるために、ある者は自分の正しさを証明するために、本当の幸せを犠牲にしてしまいます・・・。
その人の存在をBeing、行動や行為のことをDoing、その結果得られるものをHaving　と言います。
子供が親の期待する行動をとると「いい子だね」と褒められます。　Doingの評価です。良い成績をとると褒められます。　Havingの評価です。人は、Doingや Havingでばかり評価されると自分の存在Beingが、不安になるものです。どんな行動でも、結果でも「あなたはそのままで素晴らしい存在なのだ」と抱きしめてあげるときその子の自尊心は満たされます。私が最も誇れることは、自分の行動や結果でもなく、自分の存在そのものです。存在そのものが奇跡だから。
人は肉体を超えた存在であり宇宙の偉大な力とつながっている。その本質は「愛」。このことを心の底から認めるとき、自尊心は満たされ、恐れに支配されなくなります。他人の事も同様に見る事が大切です。
『～地球を残しておいて下さい～』　　　　

　　　　　　　　セヴァン・カリス・スズキ（１３才）　1993.4.24
お話させていただくこと、とても光栄です。こんなことを言うのを許していただきたいのですが、グローバルフォーラムを聞いていて物足りなく感じました。「価値の転換はどうすればいいか」と一生懸命に議論している大人の人たちを見ていると、難しいことを考えすぎて、簡単なことを忘れてしまっているように思うのです。
私たち子供は自然と親密な関係を失っていません。オタマジャクシや花や昆虫などを愛しています。
そして人間が自然の一部であることも知っています。価値の転換の秘密は、子供の頃を思い出すことです。自然の中で遊んだこと、それがどんなに素敵だったか、それがどんなに大切だったか、大人が何でも解決してくれると信じていた事、何が正しく何が間違っていたかを知っていたことを思い出してください。本当に大切なことは、純白で偽りの無いことです。あなた方の中の子供の心は、一番大切な価値や本質を知っています。それなのにあなた方の興味は株や出世やお金儲けのことばかりです。いくらお金があっても自然がなければ生きていけません。あなた方は｢子供のとき自然はいつもそばにあった。｣という思い出を持つ最後の世代になってしまうのではないでしょうか。
私は２１世紀に２１才になります。　あなた方の残した地球で生きることになるのです。
私たちが生きることのできる地球を残すためには、大きな変革を急いで実行する必要があります。本当にそれをしてもらえるでしょうか。もし、あなた方がやらなければ、いったい誰がするのでしょうか。
ソマリアやバングラデッシュでは子どもたちが飢えで苦しんでいます。でも、豊かな国の政府は、分け与えることをしたくないようです。貧困や公害を無くすことのできるお金よりたくさんのお金が、破壊や戦争のために使われていることが不思議でなりません。私は子供環境機構（ECHO)で環境保護の活動をしていますが、いつも｢経済が優先｣という論争に巻き込まれます。でも、きれいな空気、水、土がなければどうやって生きていけるのでしょう。
子供にとって大人はモデルなのです。　あなた方はいつも言っています。｢けんかをしてはいけない。生き物を傷つけてはいけない。欲張ってはいけない。分け合いなさい｣と　でもどうして、あなた方はいけないことばかりしているのですか。将来を失うということはとても恐ろしいことです。お金がなくなったり、株が下がったりすることとは比較になりません。私はたくさんの動物、鳥や昆虫を見ることができましたが、果たして私の子どもはそれらを見ることができるでしょうか。　あなた方は子供のとき、こんな恐ろしい心配をしたことがありましたか。

全てはあなた方の時代から始まっています。そして｢まだ大丈夫、まだ時間がある｣ように振る舞っています。
でもオゾンホールの修復の仕方を知っていますか。 死んでしまった川に鮭を呼び戻すことができますか。
絶滅した動物たちを生き返らせることができますか。　砂漠になってしまった森を元に戻すことができますか。
それができないのならせめてこれ以上、地球を壊すのをやめてください。
ブラジル地球サミットのとき、リオで道に住んでいる子供（ストリートチルドレン)を見てショックを受けました。
そのひとりが私に｢もし僕が金持ちだったら、みんなに食べ物や服や小屋をあげるのに･･･｣と言いました。

何でも持っているあなた方がなぜあげないのですか。なぜもっと欲しがるのですか。　
この会議で聞いたことは去年リオ(地球サミット)でも聞きましたが、事態はさらにひどくなったように思います。会議で決めたことが実行されるのはいつですか。心配でたまりません。あなた方は私たちのモデルです。
私たちはあなた方のようになろうとしているのです。どうかお手本を見せてください。どうぞ勇気を失わないでください。　｢正しいと信じることをしなさい。｣といつも言うでしょう。どうして、そうしてくれないのですか。
もう、時間は残されていないのでしょう。世界中の子供たち、未来の生命を代表してたずねます。　

｢あなた方は何を私たちに残してくれるのですか。｣  「あなた方は何を待っているのですか。」

ありがとうございました。







